
5/30近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
3２クール日報（5月2７日～６月2日）
	報告日
天気
	5月30日（火）くもり
気温：（12～24℃）
	報告者
	奈良県社協　浅井　智子
※文中チームメンバー敬称略

	VCの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー
	【32】田中（彦根市）・北尾（京都府）・嶋崎（京丹後市）・矢城（大阪府）・本庄（摂津市）・
町田（堺市）・吉田（兵庫県）・新開（伊丹市）・永井（丹波市）・田口（葛城市）・田中（和歌山市）・浅井（奈良県）

	役割分担
	運営支援（浅井）、マッチング（北尾・永井・町田）、車両マッチング（田口・新開）、Ｖ受付・資材（矢城）、現地調査（吉田・田中・本庄）

	
	7:15 宿舎出発
8:00 センター着・準備開始
8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:10 マッチング開始
     現地調査開始
10:00 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
ボランティア活動調整（アポ取り）等
15:00本部で活動者報告受付（順次対応）
17:40 終礼・翌日準備
19:00 センター出発 
20:10 宿舎到着　
	<本部以外の動き>
仮仮置場（美術館駐車場）（5月20日～6月4日）

	報告事項

	●新規受付：　3件
　現地調査：一般26件、技術5件計31件（マッチング21件、キャンセル6件、即対応4件）
●マッチング担当
・上記の状況の通り。
●現地調査担当
・七尾市社協2名、丸亀市3名、近ブロ3名　計8名体制

	今後の主な予定
	●5月29日でテント村が閉村。5月30日からは県Ｖの現地集合型（２カ所の駐車場からシャトルバス運行）が開始される予定。加えて6月3日からは県Ｖ大型バスも運行予定。合計100名の定員だが、土日以外はボランティアの数が減少する見込み。
●5月31日で大田集積所が閉鎖。6月1日から7月31日まで和倉集積所のみの稼働。受入可能日については火・水・土・日のみであり、一般の方は罹災証明等の原本書類提示が必須となるがＶＣの利用についての証明は調整中。また、受入不可日の月・水・金の対応としてリサイクルセンターの利用を打診しているが未定（使用可能となったとしても木材等一部の品目のみの受入）
●現在の仮仮置き場である七尾市美術館については6月4日を持って閉鎖。5日以降の次の場
所は未定。次の仮仮置き場は中島、田鶴浜に残ニーズが多いためその地区の集中支援のために中島地区内で調整中だが未定。

	調整課題
・所感等
	・本日より県V現地集合型が開始され、40名のボランティアさんが参加。朝7:30～8:30、夕15:30～16:30に駐車場（城山登山口、市民プール）からのシャトルバスによる送迎あり。テント村閉村によりV数が減少することが懸念されたが、団体V（西宮市社協、八尾市社協）も含めて70名規模の活動となった。
・朝の全体オリエンの際にバディコムの利用について説明を行ったことで、適時の利用となり
　日中も昨日と比較して落ち着いていた。
・運転ボランティアの確保に難航することが多いが、一般Ｖから協力を申し出てくださる方や
　継続して参加いただく方もおられ大変助かっている。
・これまで仮仮置場にてパッカー車ボランティアとして協力いただいてきた柳田さんが明日で活動を終わられるため、市の高木さんが御礼に見えられていた。以降はユナイテッドかながわの中川さんと日赤の北村さんが、パッカー車を引き継いでご支援してくださる予定。

	その他
	・6月1日以降の仮置場等の取扱いについては、まだ結論が出ていない様子。派遣チームとしては、このまま運営継続できるよう準備を進めており、急な変更にも柔軟に対応していくこととなる。
・七尾市社協より現地調査待ちの案件について照会があった。ご依頼者からの連絡待ちなどで滞留している案件について確認を行いたい意向。６月7日は通常どおり現地調査特化日とすることとなった。



